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緒　　　言
　兵庫県の特産物である「丹波大納言小豆」は加工適性に
優れ，実需からの増産要望も高い．現状の収穫・乾燥調製
はほとんどが小型機械あるいは手作業で行われており，生
産者の高齢化や減少に対応した省力栽培や機械化収穫体系
の要望が高まっている．一方，近年の異常気象により適期
に播種できずに著しく減収する事例が生じており，収量の
安定確保が求められている．そこで，大豆の省力機械化栽
培で普及が進んでいる狭条密播方法を小豆栽培に導入した
場合の生育特性を把握する．また、天候不順による播種遅
延のリスク分散を図るために，慣行の７月下旬～８月上旬
播種より早い作期の適用性を検討する .

調　査　方　法
　2010年，兵庫県加西市の兵庫県立農林水産技術総合セ
ンター場内及び丹波市氷上町の現地ほ場において，７月

４日，７月20日，８月４日の３時期に，丹波大納言小豆
をＭ社６条不耕起部分耕播種機を用いて狭条密播した．
播種量は６～８kg／10a，条間30cm，株間10～15cm，
１粒播きとした．加西場内ほ場（以下，加西部分耕区）は，
前年作がヤマノイモで，麦跡栽培を想定して2010年４月
６日に小麦を散播し，出穂後の６月21日にフレールモア
で細断処理した．小豆の播種は，７月４日，20日播種区
が各300㎡，８月４日播種区が600㎡のそれぞれ１区制と
した．除草剤施用体系について，播種直前にｸﾞﾘﾎｻｰﾄｶﾘｳ
ﾑ液剤（500ml/10a）で既存雑草を防除し，播種後出芽前
にDCMU水和剤（100g/10a）を全面土壌処理した．肥料
は基肥，追肥とも施用せず，中耕培土作業は省略した．
丹波現地ほ場（以下，丹波部分耕区）は，６月中旬収穫
の小麦跡ほ場で，化成肥料（窒素成分３kg/10a相当）を
同時施肥しながら播種した．播種面積は，各播種時期と
も300㎡の１区画とした．その他の管理は場内試験と同
様とした．さらに，現地営農組織の小麦用播種機を用い
て，全面浅耕による狭条密播方法で，上記試験と同日に
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要　　　約
　兵庫県加西市の農林水産技術総合センター場内及び丹波市氷上町の現地において，2010年７月４日，
７月20日，８月４日の３時期に不耕起部分耕播種機で狭条密播した丹波大納言小豆の生育，収量を調査
した．
１ 　７月４日播種は，主茎長が91～104c m，最長分枝が56～82c mと著しく蔓化し，お互いの茎葉が絡
み合う匍匐型の草姿となった．播種適期とされる７月20日播種でも蔓化傾向がみられた．
２ 　㎡当たり着莢数について，立毛本数が16～33本 /㎡の範囲では播種時期に係わらず246～448莢 /㎡が
得られたが，一莢当たりの整粒数が2.4～3.5粒 /莢にとどまった．
３ 　精子実重について，７月４日，７月20日播種で198～207ｇ /㎡の多収を示したが，７月４日播種は
子実の腐敗等による規格外粒重が多くなって整粒歩合は低下した．８月４日播種では164～179 g /㎡
の精子実重が得られた．

４   現状の狭条密播栽培体系では，除草剤の効果が持続する梅雨明け以降～８月５日頃を播種期に設定
することで，安定した雑草防除効果が得られるとともに，収量性も確保できる．
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それぞれ500㎡播種した（以下，丹波浅耕区）．播種量や
栽培管理は現地慣行に準じた．収穫期調査について，加
西場内は11月26日，丹波現地は11月29日に，播種時期ご
とにほ場の３カ所から分解調査個体を10本（株）以上採
取し，４㎡円形つぼ刈りによる収量調査を実施した．

結果および考察
　丹波大納言小豆の，播種時期が異なる狭条密播栽培に
おける収穫期の生育及び収量調査結果を表１，２に示し
た．曳野ら１）が育成した丹波大納言小豆の選抜系統で
ある兵庫大納言小豆の各形質を，一般的な小豆栽培の参
考値として記載した．平成22年夏季の気象について，高
温多照で８月中旬まで適度な降雨があり，その後は干ば
つ傾向で経過した（図）．加西部分耕区と丹波部分耕区
は同一の播種様式としたが，加西部分耕区では小豆出芽
期に虫害が生じて苗立ち数が減少し，７月20日区の㎡当
たり立毛本数が他区よりも少なかった．
　収穫期の生育状況について，７月４日播種区では，主
茎長が加西部分耕区で91cm，丹波部分耕区で104cm，最

長分枝が丹波部分耕区で56cm，加西部分耕区で82cmと
著しく蔓化，倒伏し，お互いの茎葉が絡み合う匍匐型の
草姿となった．山下ら２）の実施した早期播種試験にお
いて，土壌水分が高い状態では蔓化が助長されることを
指摘しており，狭条密播条件で８月中旬まで適度な降雨
のあった本試験では，生育が旺盛になって蔓化がより促
進されたと考える．また，７月４日播種区は遅い播種時
期と比較していずれの形質も変動係数（CV）が大きく，
密播の競合により個体差が大きくなることが示唆され
た．丹波部分耕区及び丹波浅耕区では，慣行栽培の播種
適期とされる７月20日播種でも蔓化傾向がみられた．分
枝は短くなったが，匍匐型の草姿のうえに風乾全重が浅
耕区で657 g/㎡，部分耕区で677g/㎡と，７月４日播種区
の全重を上回った．８月４日播種区でようやく倒伏の少
ない草姿となり，主茎長が丹波部分耕区で49cm，丹波
浅耕区で59cmと参考値を下回った．
　立毛本数が16～33本 /㎡の範囲では，㎡当たり着莢数
は丹波部分耕区で246莢 /㎡，丹波浅耕区で448莢 /㎡とな
り，播種時期の違いで傾向はみられなかったことから，
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を適用した場合，除草剤の効果が持続する梅雨明け以降
の７月20日、８月４日播種では，梅雨期に生え揃った雑
草を播種前の非選択性茎葉処理剤で除草し，播種後の土
壌処理剤で雑草の発生を抑制することで，安定した雑草
防除効果が得られた．一方，慣行よりも播種時期を早め
た７月４日の早期播種では、栽培期間の延長に伴って，
降雨等の影響で除草剤の施用効果が持続せず，雑草が繁
茂して，結果として減収する恐れがある．また，剪葉処
理で草姿を改善することが高収量につながる３）といわ
れていることから，早期播種における雑草防除や蔓化対
策等の技術確立に向けて引き続き検討する．

謝　　　辞
　現地試験等の実施にご協力いただいた関係機関の各位
に厚くお礼申し上げます．

引　用　文　献
⑴　 曳野亥三夫・松原　甲・澤田富雄・須藤健一（1996）：
小豆新品種「兵庫大納言」の育成とその特性：兵庫
農技研報（農業）44,57-60

⑵　 山下道弘・江本吾勝（1989）：小豆の安定・多収に
関する研究：京都農研報14,1-14

⑶　 大橋善之・小森二葉・大門弘幸（2011）：剪葉時期
が水田転換畑で栽培したアズキの生育と収量に及ぼ
す影響：日本作物学会記事80別号（1）,106-107

長分枝が丹波部分耕区で56cm，加西部分耕区で82cmと
著しく蔓化，倒伏し，お互いの茎葉が絡み合う匍匐型の
草姿となった．山下ら２）の実施した早期播種試験にお
いて，土壌水分が高い状態では蔓化が助長されることを
指摘しており，狭条密播条件で８月中旬まで適度な降雨
のあった本試験では，生育が旺盛になって蔓化がより促
進されたと考える．また，７月４日播種区は遅い播種時
期と比較していずれの形質も変動係数（CV）が大きく，
密播の競合により個体差が大きくなることが示唆され
た．丹波部分耕区及び丹波浅耕区では，慣行栽培の播種
適期とされる７月20日播種でも蔓化傾向がみられた．分
枝は短くなったが，匍匐型の草姿のうえに風乾全重が浅
耕区で657 g/㎡，部分耕区で677g/㎡と，７月４日播種区
の全重を上回った．８月４日播種区でようやく倒伏の少
ない草姿となり，主茎長が丹波部分耕区で49cm，丹波
浅耕区で59cmと参考値を下回った．
　立毛本数が16～33本 /㎡の範囲では，㎡当たり着莢数
は丹波部分耕区で246莢 /㎡，丹波浅耕区で448莢 /㎡とな
り，播種時期の違いで傾向はみられなかったことから，

狭条密播による密度効果によって着莢数が増減したと推
察される．一方，一莢当たりの整粒数は，参考値の4.2
粒 /莢を大きく下回る区が多く，総莢数の増加に応じて
充実粒数が減少したものと考える．なお，丹波浅耕区の
８月４日播種区は㎡当たり総莢数が最も小さい値となっ
た．これは，立毛本数が45本 /㎡と極端に多いことから，
過繁茂が原因と思われる．
　収量性について，７月４日播種区は，精子実重が加西
部分耕区で198ｇ /㎡，丹波部分耕区で207ｇ /㎡の多収を
示したが，過繁茂や倒伏で生じた子実の腐敗等による規
格外粒重が多く，整粒歩合は低くなった．７月20日播
種区は，丹波部分耕区および丹波浅耕区で200g/㎡近い
収量が得られた．８月４日播種区は，加西部分耕区で
179g/㎡，丹波部分耕区で164g/㎡の精子実重が得られた
が，丹波浅耕区は118 g/㎡と最も低収であった．
　丹波大納言小豆は精子実重200g/㎡を超えると多収と
いわれている．狭条密播栽培において，立毛本数が45本
/㎡の丹波浅耕区を除いて，立毛本数が15～30本 /㎡程度
の範囲であれば，164～207 g/㎡の安定した収量が得られ
ることが明らかになった．ただし，いずれの区において
も一莢当たりの整粒数が2.4～3.5粒 /莢と低い値にとど
まっていることや，精子実重の変動係数が40％を上回る
播種時期があることから，収量性の改善余地がある．今
後は，このような狭条密播栽培の収量性を活かした機械
化収穫体系の構築を図る．
　不耕起部分耕播種方法において現状の除草剤施用体系
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